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子
大
学

日
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日
本
文

学
」

第
六
号
を

お
届

け
す
る
。
小

林
先
生
、
服
部
先
生

の
こ
論
文

と
、
吉

海
先
生

の
資
料
翻
刻
解
題

と
を
掲

載
し
た
他
、
吉
海
先
生

の
著
作
二
編
に

つ
い
て

の
書

評
を
菊
地
先
生

な
ら

び
に
植
田
先
生
か
ら
賜

っ
た
。
深
く
謝
意
を
表
す

る
と
と
も

に
、
吉

海
先

生

の
精
力
的
な
ご
活
躍
ぶ
り

に
も
敬
意
を
示
す
も

の
で
あ
る
。

早

い
も

の
で
、
明
年

に
は
同
志
社
女
子
大
学

日
本
語
日
本
文
学
会

の
発

足
十
周
年
を
迎
え

る
こ
と
と
な
る
。
何
ら

か
の
記
念
企
画
を
持
ち
た

い
も

の
で
あ

り
、
関
係
者

一
同
で
協
議

し
つ

つ
あ
る

と
こ
ろ

で
あ
る
。
学
会
が
、

本
誌
発
行

そ

の
他
の
諸
活
動
を
充
実
さ

せ

つ
つ
、

い
よ

い
よ
発
展

し
て
ゆ

く
こ
と
を
願

っ
て
や
ま
な

い
次
第

で
あ

る
。
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